





























































































































































































































































































































































































































































































































































時数 小単元名 主な学習活動 評価
１
２
秋の公園探検隊１
～秋の植物で遊
ぼう１１～
公園で植物を見つけ、
どんな遊びができるか考
える。
，公園のどこにどんな植
物があったのかを学習カ
ードにメモする。（絵、文
字）
・友達と遊び方を考えた
り、楽しく遊んだりする。
⑫秋の公園に関心を持ち、遊びの材料を発見
しようとしている。
②秋の植物を生かして遊びを考えようとして
いる。
▲植物を利用して遊びを作ったり、遊びを工
夫することが出来る。
塵植物で遊びが作れることに気づいている。
禰植物を使って遊んだり、遊びを作ることが
楽しいことに気づいている。
学習カード
発言記録
３
４
秋の公園マップを
作ろう１１
・前回の学習カードをも
とに、公園マップを作る。
▲遊びで工夫したことや楽しかったことなど
を表現することが出来る。
鯛友達の良いところや自分がよく出来たとこ
ろに気づいている。
学習カード
発言記録
振り返りカード
５
６
７
８
巨大マップで秋の
公衝探検縁☆
（すごろ〈ゲ
ームを作る
う’１）
‐どんな配置にしたいか
を話し合い、設計図を作
る。
，どんな係が必要か話し
合う。
自分が参加したいグル
－プに分かれて準備を行
う゜
②どんなｹﾞｰﾑにするか自分な'ﾘに考えたり､
友達と話し合ったりしている。
▲どんなゲームにしたいか話し合い、設計図
をかいたりすることが出来る
▲ゲームの話し合いをしたり、決まりを作っ
て楽しい遊びを作ることが出来る。
函楽し〈灘ぶには決まりが必要であることを
気づいている。
振l’返りカード
発言記録
９
０
１
巨大マップで
秋の公園探検隊☆
～一年生とすごろ
〈ゲーム大会をし
よう１１～
1年生にやさしく接し、
一緒に楽しく遊ぶ。
・１年生が参加しやすい
ようにリードし、なげか
けをする｡
③友達や１年生と遊びを楽しもうとしている。
麹みんなで遊ぶと楽しいことに気づいている。
発表
発言記録
＄生活科における環境教育について
<関わりながら遊びを工夫し、楽しむことが出来るようにすること」であるから公園探検
からまとめまで遊びを創りだす活動を取り入れるように意識した。どんな遊びが考えられ
るか、どんな遊びの工夫が考えられるかといった予想される児童反応は授業案の中に示し
てはいないが、花飾り・ドングリごま｡ごっこ遊びなどの他、予想を超える新しい発想が生まれることをとても期待する。また、教室を使ったすごろくゲーム作りは、普段では出来ないような大きなものを形にしたいというイメージを現実にしてしまう理想のゲームに
なるだろう。前にも述べたように、子ども達が周りの身近な環境を好きになることで、そ
れらを大切にしたいと思うようになることが環境教育を行う上で私が初めにしたいことである。ここでふれあった植物から、いつも身近なところで私たちに与えてくれていた無償の幸せを子ども達は楽しいと感じることで実感できるのではないかと思う。また、これらの植物を使った遊びを通して友達や下級生と自然の中で遊ぶ楽しさも改めて知ることがで
きるだろう．この授業は実際に実践したものではまいので、授業を進めていく中で子ども達がどのような反応をするかは想像でしかない。しかし､子ども達が植物と楽しく関わり、周りの環境を大切に感じていることを思い浮かべ液がら授業案を作った。そんな子ども達の姿を想像していたら、私自身が子どもの頃に友達と遊んだことを思い出した。私たちだ
けの秘密の場所や学校帰りにどんぐりなどを友達と競争しながら拾ったことなど、いろい
ろな思い出がある｡久しぶりに友達と会うと必ず子どもの頃の話が話題になり「あの場所は今も残っているのかな」「またみんまであの遊びしたいね」ときまって話している。今
の子ども達にもこうした経験を通して大人になっても忘れない楽しい経験とずっと残して
おきたいと大切に惑じる場所を持ってもらえたらいいなと思う。
４章まとめ
（１）生活科における環境教育とは
私はこの論文で環境教育について考え、生活科で環境教育を行うまら……という私の考え
た授業案をまとめた。環境教育と聞けば、ごみを分別してリサイクルをしたり、資源を大切に使う方法を学べばよいのだと思っていたので、環境教育について知らずに理解しているつ
もりでいたのだということがよく分かった。もちろん、そのような方法を学び、行動に移すことは大切である。だが私は今､その姿は環境教育を学んだ最終形態であると解釈している。しかも、その本質を理解した上での行動で左ければならない。その本質を理解するためには、この論文の中でも何度も述べてきたことであるが、まずはこの地球に住む人．人間以外の動物・植物といった全てを愛し、やさしさや大切に思う気持ちを育まなければならないということが最も言っておきたいことである。そのようなことから､生活科における環境教育では、身近にある環境を好きになるような体験活動を取り入れていくことが重要である思う。身近
な環境を好きにまるには、直接ふれあうことが一番の近道なのである。
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以上をまとめ終えて感じた自分の中の新たな課題がある。その新た左課題とは、地域や
家庭と協力して環境教育に取り組むとしたら、教師はどのように働きかければいいのかと
いうことだ。その理由は、学校でどんなに環境のために取り組んでいても地域や家庭での
対応が違っていたら、やはり授業の中だけの見かけの解決策となってしまう気がしたから
である。本論文の中で、生活科で環境を好きにまって大切に思う気持ちを持てば、その後
の学習に取り組んでも意味を理解して取り組めると言ったことと矛盾しているように聞こ
えると思う。だが、決して学校で行う環境教育は意味がないと言っているわけではない。
学校での活動は子ども達が環境に目を向け、その活動からより環境に関する問題へ取り組
むきっかけになっているに違いない。それﾘﾆ加えて地域や家庭の協力もあれば子ども達の
心により伝わるのではないかと思った。学校で学んだことを学校の中だけでなく、地域や
家庭でも実践できてこそ子ども達の中に環境教育に関する行動力や実践力が身に付いたと
言えるのではないだろうか。家庭で取り組む方法として企業のホームページやイベントを
識用することを取り上げたが、そういった小さなことでも私たちが始めると周りは変わっ
てくると子どもも大人もみんなが思って活動することが大切承のではないかと思う。
小学校は６年鹿と長期にわたる教育の場である。子どもは入学して卒業を迎えるまでに、心
も体も一番大きな成長を見せる。この時期の成長はとても重要で、この学びはその後の教育に
も影響してくるものだ。その教育に携わるのはとても資任があることだが、私はそこに小学校
の魅力を感じ`､学校の先生を目指した。低学Fでは周りの自然や物に興味・関心を持って大切
にしたいと思う心を養う。そうしたら次の中学年では身近な社会的環境に触れ、自分の生活と
関連付けた活動を行う。最後の高学年では環境問題を地球的規模でとらえた活動に取り組む。
こういったように、その長い時鶴を存分に生かし、低・中・高学年の発達段階に応じた環境教
育を行うことができるのは小学校だけである。長い時間をかけて、環境との関わり方を子ども
の視座に立ちながら共にふれあって考えていきたい。そして学校と地域と家庭が協力しあう体
系のもと、子ども達が自ら明るい未来を担って行けるように力を尽くしていきたいと思う。
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おわりに
環境教育は環境問題ばかりでなく人権に関わる聞題など幅広い内容;雷含んでいる。その
ため、学校で行う環境教育もその地域の特色や子ども達の興味・関心によって様々な展開
を工夫し、学校全体で取り組める教育である。そして、学校に花壇を作るといった環境美
化活動やリサイクル活動、ピオトープ作りなどの環境を考えた活動がよく行われているこ
とからも分かるように環境教育はとても注目されている教育の一つと言えよう。
この論文は、私が生活科で環境教育を行う際にこうしたいという希望を込めたものだ。
私がいつか教師となって、本当に子ども達に実践することが出来る機会が訪れたら、これ
らの思いを子ども達に伝えていきたいと思う。
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